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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第76期
第１四半期
連結累計期間

第77期
第１四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 8,180,552 8,329,863 34,539,360

経常利益又は経常損失(△) (千円) △50,584 △93,841 46,994

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △22,900 △67,006 95,364

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 225 43,498 264,923

純資産額 (千円) 3,321,811 3,537,188 3,585,731

総資産額 (千円) 18,108,305 18,131,046 17,978,656

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △1.49 △4.37 6.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.8 19.0 19.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第76期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。なお、第76期第１四半期連結累計期間及び第77期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）におけるわが国経済は、政府の

経済政策や日銀の金融政策等により、円安・株高基調で推移し、企業業績の一部に持ち直しの動きが見ら

れるなど、景気回復への明るい兆しが見え始めたものの、中国の経済失速懸念、円安による輸入価格の上

昇などの懸念要因もあり、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

一方当社グループを取り巻く経営環境は、個人消費に幾分回復傾向が見られるものの、原材料市況の上

昇高止まりや急激な円安の進行などから、一段と厳しい状況で推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループは『収益力のある組織・企業』を基本方針として、安定した収益

の確保に向け、引き続き需要の開拓と徹底したコスト削減、環境変化に対応した価格政策による「売上と

利益の確保」、「品質および生産効率の向上」に重点的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は8,329百万円（前年同四半期比1.8％増）、営業損失

144百万円（前年同四半期は営業損失52百万円）、経常損失93百万円（前年同四半期は経常損失50百万

円）、四半期純損失67百万円（前年同四半期は四半期純損失22百万円）となりました。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント損益（営業損益）は、「セグメント情報等」に記載のとおり、各セグ

メントに配分していない全社費用228百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、主力の手提袋や紙器の販売金額の増加などにより、売上高は前年同四半

期に比べ78百万円増加して3,251百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は生産効率の向上

に努めましたが粗利益額は微増に止まり、売上高の増加に伴う販売管理費の増加により、前年同四半期

に比べ6百万円減少して103百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、主力のレジ袋は販売数量が減少したものの売価修正により販売金額は

増加し、またフィルム製品の販売数量の増加などもあり、売上高は前年同四半期に比べ50百万円増加し

て3,179百万円となりました。セグメント損益（営業損益）は原材料価格および仕入価格の高止まりと

急激な円安に売価修正が追いつかず、粗利益額が減少し、前年同四半期に比べ88百万円減少して44百万

円の損失となりました。
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「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業と

して展開しており、包装用品の増加などから、売上高は前年同四半期に比べ20百万円増加して1,898百

万円となりました。セグメント利益（営業利益）は仕入商品の利益率改善が進まず粗利益額が微減と

なりましたが、販売管理費も微減となり、前年同四半期に比べ3百万円減少して24百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ152百万円増加して18,131百

万円となりました。流動資産は、たな卸資産が297百万円増加、前払費用が96百万円増加した一方、受取手

形及び売掛金が240百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ78百万円増加の12,211百万

円となりました。固定資産は、設備投資等により有形固定資産が167百万円増加、投資有価証券の時価評価

差額により66百万円増加した一方、有形固定資産の減価償却費89百万円、無形固定資産の減価償却費27百

万円により減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ74百万円増加の5,919百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ200百万円増加して14,593百万円となりました。これは、短期借入

金及び長期借入金が378百万円増加、未払金が85百万円増加、賞与引当金が124百万円増加した一方、支払

手形及び買掛金が397百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ48百万円減少して3,537百万円となりました。これは、その他有

価証券評価差額金が42百万円増加、為替換算調整勘定が56百万円増加した一方、四半期純損失計上により

67百万円減少、剰余金の配当で91百万円減少したことなどによるものであります。この結果、自己資本比

率は、前連結会計年度末の19.4％から19.0％になりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は4百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(5) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営者は、今後の見通しについて、一部に景気回復の動きが見られる一方、米国の財政

の壁、欧州債務問題の長期化、中国の経済減速懸念、円安による輸入物価の上昇懸念などから、先行きは不

透明であり、当社を取り巻く経営環境も、原材料市況の上昇高止まりや円安の進行などから、厳しい状況

が続くものと認識しております。

このような状況のなか、『収益力のある組織・企業』を基本方針として、安定した収益の確保に向け、

引き続き需要の開拓と徹底したコスト削減、環境変化に対応した価格政策による「売上と利益の確保」、

「品質および生産効率の向上」に重点的に取り組み、業績の向上と企業の長期発展を目指してまいりま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,861,54416,861,544
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株であります。

計 16,861,54416,861,544― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 16,861,544 ― 1,374,755 ― 849,898

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,544,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,134,000
15,134 ―

単元未満株式
普通株式

183,544
― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 16,861,544― ―

総株主の議決権 ― 15,134 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式852株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５―18―11

1,544,000 ― 1,544,0009.16

計 ― 1,544,000 ― 1,544,0009.16

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,366,633 1,245,943

受取手形及び売掛金 ※
 7,082,263

※
 6,841,647

商品及び製品 2,321,017 2,536,623

仕掛品 324,976 318,236

原材料及び貯蔵品 504,060 592,873

短期貸付金 1,036 1,036

繰延税金資産 108,913 136,476

その他 427,383 541,644

貸倒引当金 △3,225 △3,124

流動資産合計 12,133,060 12,211,356

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,129,215 6,195,385

減価償却累計額 △4,618,872 △4,690,544

建物及び構築物（純額） 1,510,342 1,504,840

機械装置及び運搬具 10,130,543 10,392,557

減価償却累計額 △9,316,326 △9,464,162

機械装置及び運搬具（純額） 814,217 928,395

土地 1,123,398 1,123,398

リース資産 77,927 69,821

減価償却累計額 △35,409 △38,189

リース資産（純額） 42,518 31,632

建設仮勘定 126,803 92,370

その他 802,131 820,124

減価償却累計額 △720,739 △738,363

その他（純額） 81,391 81,761

有形固定資産合計 3,698,671 3,762,398

無形固定資産

電話加入権 15,691 15,691

リース資産 80,740 67,981

その他 130,885 118,149

無形固定資産合計 227,317 201,823

投資その他の資産

投資有価証券 1,231,716 1,283,754

破産更生債権等 6,671 6,671

事業保険金 118,260 118,260

差入保証金 162,617 162,566

繰延税金資産 216,947 201,234

その他 199,415 198,723

貸倒引当金 △16,021 △15,741

投資その他の資産合計 1,919,606 1,955,469

固定資産合計 5,845,595 5,919,690

資産合計 17,978,656 18,131,046
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 7,949,445

※
 7,551,573

短期借入金 1,726,969 2,351,686

リース債務 20,957 16,329

未払金 479,847 565,072

未払法人税等 66,612 29,407

未払消費税等 29,943 29,808

賞与引当金 224,702 348,900

設備関係支払手形 44,199 108,536

設備関係未払金 8,479 6,869

その他 192,516 170,516

流動負債合計 10,743,673 11,178,701

固定負債

長期借入金 2,562,688 2,316,397

リース債務 38,174 28,821

退職給付引当金 728,642 750,153

役員退職慰労引当金 315,438 315,476

環境対策引当金 4,308 4,308

固定負債合計 3,649,251 3,415,157

負債合計 14,392,924 14,593,858

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,755 1,374,755

資本剰余金 1,450,226 1,450,226

利益剰余金 876,245 717,333

自己株式 △256,959 △257,096

株主資本合計 3,444,267 3,285,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 135,418 178,164

繰延ヘッジ損益 11,488 19,765

為替換算調整勘定 △102,241 △46,075

その他の包括利益累計額合計 44,665 151,854

少数株主持分 96,798 100,114

純資産合計 3,585,731 3,537,188

負債純資産合計 17,978,656 18,131,046
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 8,180,552 8,329,863

売上原価 6,934,373 7,168,518

売上総利益 1,246,179 1,161,344

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 626,071 623,056

給料及び手当 365,287 375,233

賞与引当金繰入額 57,184 54,406

退職給付引当金繰入額 24,829 25,109

賃借料 45,066 47,085

旅費及び交通費 27,523 25,921

その他の経費 153,128 155,131

販売費及び一般管理費合計 1,299,090 1,305,944

営業損失（△） △52,910 △144,599

営業外収益

受取利息 52 27

受取配当金 16,657 17,568

貸倒引当金戻入額 3,441 380

持分法による投資利益 5,707 7,100

為替差益 － 41,580

受取賃貸料 7,461 7,544

作業くず売却益 1,550 1,695

雑収入 5,044 4,271

営業外収益合計 39,914 80,169

営業外費用

支払利息 25,479 22,970

為替差損 6,633 －

その他 5,476 6,441

営業外費用合計 37,588 29,411

経常損失（△） △50,584 △93,841

特別利益

固定資産売却益 3,499 －

投資有価証券売却益 5,142 －

受取保険金 9,547 －

保険差益 － 10,648

特別利益合計 18,190 10,648

特別損失

固定資産除却損 382 0

特別損失合計 382 0

税金等調整前四半期純損失（△） △32,776 △83,193

法人税、住民税及び事業税 31,387 28,935

法人税等調整額 △41,561 △40,828

法人税等合計 △10,173 △11,893

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △22,602 △71,299

少数株主利益又は少数株主損失（△） 298 △4,293

四半期純損失（△） △22,900 △67,006
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △22,602 △71,299

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32,070 42,746

繰延ヘッジ損益 △1,864 8,276

為替換算調整勘定 49,382 50,754

持分法適用会社に対する持分相当額 7,381 13,020

その他の包括利益合計 22,828 114,798

四半期包括利益 225 43,498

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,962 40,182

少数株主に係る四半期包括利益 5,187 3,316
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。　

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日)

受取手形 97,195千円 106,536千円

支払手形 65,903 〃 76,305 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

減価償却費 112,153千円 117,915千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月28日
定時株主総会

普通株式 91,915 6 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月27日
定時株主総会

普通株式 91,905 6 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,172,8523,129,9101,877,7908,180,552 ― 8,180,552

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,172,8523,129,9101,877,7908,180,552 ― 8,180,552

セグメント利益 110,22044,762 27,502182,484△235,394△52,910

（注） １　セグメント利益の調整額△235,394千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,251,2773,179,9551,898,6318,329,863 ― 8,329,863

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,251,2773,179,9551,898,6318,329,863 ― 8,329,863

セグメント利益又は損失(△) 103,685△44,201 24,040 83,524△228,123△144,599

（注） １　セグメント利益又は損失の調整額△228,123千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 1円49銭 4円37銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) △22,900 △67,006

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △22,900 △67,006

    普通株式の期中平均株式数(株) 15,319,254 15,317,168

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月12日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    朝　貝　　省　吾　　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋　元　　秀　行　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー
パーバッグ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平
成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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